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６
月
２９
日
、
伊
田
漁
港
で
黒
潮
町
消

防
団
が
夏
季
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ポ
ン
プ
車
を
保
有
す
る
４

分
団
が
、
水
槽
か
ら
給
水
し
火
点
と
呼

ば
れ
る
的
に
め
が
け
て
放
水
を
行
い
、

そ
の
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
速
さ
と
、
消

火
活
動
の
基
本
と
な
る
安
全
性
、
正
確

性
、
迅
速
性
を
取
り
入
れ
た
消
防
操
法

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
を
保
有
す
る
１０

分
団
は
、
そ
の
消
防
操
法
の
中
で
も
迅

速
性
を
重
視
し
た
実
戦
型
放
水
競
技
を

あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
仕
事
の
疲

れ
の
残
る
夜
間
や
、
雨
が
降
る
中
で
も
、

日
々
訓
練
を
重
ね
当
日
の
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天
と

な
り
、
各
分
団
と
も
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
た
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　
審
査
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
悔
し
い

思
い
を
し
た
分
団
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
訓
練
に
向
け
た
練
習
な

ど
で
得
た
教
訓
や
連
帯
感
は
、
こ
れ
か

ら
の
消
防
活
動
の
中
で
大
き
な
財
産
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
訓
練
で
優
勝
し
た
入

野
分
団
は
、
来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
高

知
県
操
法
大
会
に
、
黒
潮
町
消
防
団
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
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鈴
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団
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8月31日（日）は「地域のみんなで自主防災訓練」です
　今年も南海トラフ地震を想定した防災訓練を県下統一で行います。
　黒潮町では、各地域の避難訓練や安否確認訓練を中心に、住民の皆さんと、役場、消防
団、消防署が合同で防災訓練を実施します。

◆防災訓練では、以下のことを心がけましょう
・「自分の安全確保」「家族の安否確認」「近所の方の避難誘導」など“身近なテーマ”を持つ
・訓練して足りなかったことやおかしいことを見直す（反省点を次回に活かす）
・何よりもまず“参加する”

　非常時には、普段当たり前にできることもできなくなります。ましてや限られた時間の
中で適切な避難や救助をするとなると、さらに困難な状況となります。
　自分のために、また、助けたい身近な人のために、訓練しておくことが“そのとき”へ
の大切な備えです。備えることの必要性を理解し、防災訓練に積極的に参加しましょう。

自分たちで地域を守る！

消防団員募集！
消防団では入団者を募集しています。
詳しくは左記へお問い合わせください。


